
 

 

 

春秋会２０２５年度 第１２回幹事会 

 

 

日時：３月１８日（水）正午～ 

場所：Zoomミーティング    

 

≪議事の内容（予定）≫ 

１  次年度幹事候補者、次年度選考員候補者のご報告 

   ３月総会で選任決議を行います。 

２  新入会員の報告 

３  会費免除承認の報告 

４  大弁会務報告 

５  各種委員会からの活動報告／選考、政策、広報、研修、親睦、若手会 

６  会計報告 

７  各種行事の案内 

3月 26日  春秋会 3月総会＠大阪弁護士会館 1001・1002会義室＋Zoom 

 

 

 

 

         

1



修習期 氏名 修習期 氏名 修習期 氏名 修習期 氏名 修習期 氏名

幹事長 48 高江　俊名 1 ～20 山下 潔 24 50 有村　とく子 42 62 矢吹 遼子 58 70 小野　隆大

副幹事長（政策） 50 上田　純 2 21～23 稲田　堅太郎 25 51 松井 淑子 43 62 矢吹 保博 59 71 足立　敦史

副幹事長（会計） 56 西念　京祐 3 24～26 蒲田　豊彦 26 52 七堂　眞紀 44 62 山澤 祐介 60 71 井上　雅照

副幹事長（広報） 60 川﨑　真陽 4 27～29 山口　健一 27 53 愛須　勝也 45 63 繁松　祐行 61 72 鈴木　悠太

副幹事長（親睦） 65 横瀬　大輝 5 30～32 谷　智恵子 28 54 南石 知哉 46 64 松本 昭人 62 72 鳴尾　光記

副幹事長（若手会） 71 北本　純子 6 33 河村　利行 29 55 西原　和彦 47 64 岬 宏美 63 73 松村 隆志

副幹事長（研修） 75 米田　直人 7 34 宮崎　裕二 30 55 山本　婦紗子 48 65 中井　宏二 64 73 江藤 深

全（政策委員長） 53 中西　基 8 35、36 柳村　幸宏 31 56 古本　剛之 49 65 牛尾　淳志 65 74 藤澤　諒祐

全（広報委員長） 60 広瀬　元太郎 9 37 原田　次郎 32 57 奥津　周 50 66 眞並　万里江 66 74 松浦　奨

全（研修委員長） 62 室谷　光一郎 10 38 田中　義信 33 57 小野　順子 51 66 津田 裕之 67 75 谷口　由里子

全（親睦委員長） 67 上杉　将文 11 39 鎌田　幸夫 34 58 越智　覚子 52 67 小野　宙 68 75 中塚　千絵

全（若手会代表） 70 富井　和哉 12 40 市川　智 35 58 中島　康之 53 67 鍵田　佳成 69 76 永田 駿

全 48 松井　淑子 13 41 秋田　真志 36 59 梁 栄文 54 68 荒木　誠 70 76 松田 七海

全 61 東　尚吾 14 41 秋田　仁志 37 60 松尾 友寛 55 68 戀田 剛 71 77

   15 42 岸本　由起子 38 60 三上 岳 56 69 池田 健人 72 77

16 43 菊元 成典 39 60 安木 志保 57 69 大久保 貴則

14名 17 44 井上　洋子 40 61 弘川　欣絵

18 45 李　義 41 61 宮下　泰彦

19 46 飯島　奈絵 決定60名（72名中）

20 47 篠原　俊一

21 48 大川　治

22 49 山本　健司  

23 49 吉田　昌功

２０２６年度　幹事（黄色マーカ―のみ新幹事）

合計86名（定足数29）
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２０２６年３月６日 

春秋会 会員 各位 

幹事長   黒 田   愛 

 

２０２６年度選考委員候補者のご報告 

 

選考委員会規則第２条第１項第２号に基づく２０２６年度選考委員の選任に

関し、同規則第３条に基づき、次のとおり組分けをし、本年３月４日を投票締

切日として郵便による投票を実施しました。その結果に基づき、次のとおり候

補者を定めましたので、ご報告いたします。 

なお、３月総会（令和８年３月２６日１８時～）にて、選考委員候補者の選

任決議が行われますので、ご出席ください。 

 

１ 書面投票について 

 期 人数 有効投票数 

１組 ９～２５ 44 24 

２組 ２６～３５ 49 25 

３組 ３６～４１ 55 29 

４組 ４２～４７ 47 29 

５組 ４８～５２ 54 32 

６組 ５３～５７ 57 36 

７組 ５８～６０ 57 37 

８組 ６１～６２ 56 31 

９組 ６３～６５ 54 23 

１０組 ６６～６８ 57 29 

１１組 ６９～７1 42 17 

１２組 ７２～７４ 46 12 

１３組 ７５～７７ 48 14 

 合計 666 338 
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２ 開票結果 

  同規則第３条第５項に基づいて本年３月５日に開票した結果、得票の多い

順に（同一得票者があり、当選者が定数を上回る場合には、それらの得票者

につき抽選で決定しました。）次のとおり候補者を定めました。 

 

 
期 氏 名 

1 
21 大川 真郎 

2 
24 松森 彬 

3 
25 金子 武嗣 

4 
28 石田 法子 

5 
29 山口 健一 

6 
33 森下 弘 

7 
36 福田 健次 

8 
38 丹羽 雅雄 

9 
41 青木 佳史 

10 
44 井上 洋子 

11 
46 飯島 奈絵 

12 
47 岩本 朗 

13 
48 村瀬 謙一 

14 
50 上田 純 

15 
51 松井 淑子 

16 
55 甲斐 みなみ 

17 
57 堀川 智子 

18 
57 宮本 剛 

19 
58 奥村 昌裕 
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20 
58 唐﨑 浩司 

21 
58 山口 昌之 

22 
61 東 尚吾 

23 
61 荒木 晋之介 

24 
62 和田 香 

25 
63 岩佐 賢次 

26 
65 片山 直弥 

27 
65 川添 達郎 

28 
66 飯田 亮真 

29 
66 堀 智弘 

30 
67 上杉 将文 

31 
69 池田 健人 

32 
69 大久保 貴則 

33 
70 稲生 貴子 

34 
72 新  和章 

35 
72 中西 教子 

36 
73 公文 大 

37 
75 村山 創太郎 

38 
75 榧野 寛俊 

39 
75 中村 桂菜 

 

以上 

5



 1 / 1 

 

春秋会幹事会 第１２回                   副会長 河野豊 

第１ 会長声明・意見書（詳細は弁護士会ホームページ） 

１ 国選弁護制度の基礎報酬及び各種弁護費用の抜本的改善を求める声明 ２月２０日 

２ 「飯塚事件」第2次再審請求即時抗告棄却決定に関する会長声明 ２月２４日 

３ 刑事再審手続に関する要綱(骨子)に反対し、議員立法による再審法改正の実現を求

める会長声明 ２月２４日 

４ 「日野町事件」において、検察官の特別抗告を棄却し再審開始を維持した最高裁決

定についての会長声明 ２月２５日 

第２ この間の企画 

１ 大阪弁護士会臨時総会 年３月３日 

  選挙規程の一部改正 

外国特別会員基本規程の一部改正 

業務上預り金の保管方法等に関する規程の一部改正など 

分野別登録センター規程の廃止 

２ Ben1-スクール  中高生とともに人権擁護活動を学ぶ会 ３月１４日 

第３ 今後の企画など 

１ 第７０回日弁連人権擁護大会(予定) 

   ２０２８年１０月 大阪にて開催 

２ その他 

３月２６日の総会で報告します。 

以上 
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第 12 回政策委員会〔3月 13 日〕 

 

参加者(敬称略):岩本、黒田、中西、山口、林、松村、米田、南、谷口、中森 

場所：いわき総合法律事務所＆ZOOM 

政策委員長 中 森 俊 久 

 

1 2 月 5 日企画（委員会活動のこれからを語ろう） 

  引き続き総括 

 

2 次回のシンポについて 

  ＊中西弁護士のレジメ参照 

 会館にめぐる問題をまとめる。会館に関する、防災、日常的な使用（（会館のマッ

プ）、修繕問題などを知る。 

 この回での報告を会報に 

 会館を建てたときに関わった先生方に来ていただく？  

会館修繕ワーキンググループの大江弁護士？浜田弁護士？（声かけ早めに必要） 

 どのように活用するか、どこに何があるかを情報提供するとともに、今の問題に

ついて共有する。 

 6 月 12 日（金）の予定 

 

3 次回 

  4 月 15 日（水）12：15～13：15 
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２０２６（令和８）年度 春秋会政策委員会で取り上げるテーマ（案） 

2026.3.12 中西 

【春秋会綱領】 (1998年(平成 8年)9月 2日改正） 

春秋会は、1958年に弁護士会の弊風の刷新とりわけ公正明朗な役員選挙の実施をめざし

て結成され、以後弁護士会の活動について積極的に提言し、その実行に努めてきた。 

この間、司法の果たすべき役割は益々増大しており、弁護士と弁護士会の責任は重い。 

私たちは、こうした状況に鑑みて結成時の精神を継承しつつ一、新しい活動目標を次のよ

うに定める。 

(一) 弁護士の基本的使命を自覚し、すべての人々の人権の救済・伸長・確保に努める。 

(二) すべての人々に開かれた司法を実現するために、弁護士会を含む司法制度の改革と

司法機能の充実を積極的に推進する。 

(三) 司法と人権の諸課題について、協同して研鍍を積み、政策を提言し、その実現に努

める。 

(四) 会の運営は、会員の自由と平等、全員参加を本旨とする。 

(五) 会員相互の信頼と友情を育むよう親睦を図る。 

 

＜大政策？＞ 

第１ 弁護士制度 

 １ 弁護士自治 （１）不祥事問題、（２）ＦＡＴＦ、（３）ハラスメント 

 ２ 法曹人口 

  １９９０年  弁護士 14,000、裁判官 2,000、検察官 1,200＝17,200 

  ２０２５年  弁護士 47,000、裁判官 2,800、検察官 2,000＝51,800 

 ３ 法科大学院制度と司法試験、司法修習制度 

 ４ 若手弁護士支援 

 ５ 弁護士へのアクセス 

第２ 裁判官制度 

 １ 弁護士任官 

 ２ 非常勤裁判官 

第３ 法テラス 

 １ 民事法律扶助 

 ２ 司法過疎対策 

＜小政策？＞ 

・弁護士会財政 

・会館問題 

・会務有償化 
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春秋会広報委員会 活動報告（3月 18日幹事会） 

 

2026年 3月 18日 

広報委員長 柳勝久 

 

１ 委員会開催状況 

  3月 13日開催 

 

２ 会報 114号（春号）について 

⚫ 巻頭言、副会長退任挨拶、会長・副会長就任挨拶 

⚫ 新会長・副会長応援原稿 

⚫ 特集（広報委員会・能登の現状 

⚫ 執行部就任、退任挨拶 

 → 予定どおり、3月 26日（総会日）に発刊予定。 

チラシをレターケースに配布するとともに、弁護士会の HP及び一斉メールを活用

して周知予定。 

 

３ ニュースレター 

2月、3月号を 3月 10日に発刊済み。 

 

４ HP更新 

会報の発刊とあわせて新 HPをリリース予定。 

https://g-one.xsrv.jp/shunjukai-test/ 

⚫ セキュリティレベルアップ（https化） 

⚫ コンテンツの会員によるタイムリーな更新（規約、書式、名簿） 

⚫ 会報のアップ・年度更新を会員により作業可能 

⚫ スマホ対応 

以上  
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【HPデザインイメージ】 
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研修委員会議事録（第１１回） 

２０２６年３月１６日（月）正午 Ｚｏｏｍ 

春秋会研修委員長 松本智子 

１ 出席者  

 飯島、黒田、松本、今井、室谷、繁松、島袋、米田、清水、池本、秋谷、長尾 

 

２ 前回からの活動報告 

来年度の企画新入会員向け研修 ビジネスマナーとコミュニケーションスタイリング 

担当：松本、米田、池本（主）、那須（主） 

日程：令和８年５月２０日（水）１８時～ 大阪弁護士会館会議室１２０５（定員４２名、リア

ルのみ） 

講師：株式会社Ｔｒｕｔｈ 月形豊愛氏＋アシスタント講師１名 

３月１３日キックオフミーティングを行いました。 

一般的なビジネスマナーに加え、弁護士としてのコミュニケーション力（主に対面）のアップ方

法なども題材に、講義と実技、ロールプレイング等を行う。 

今後の準備事項 

（講師）・３連休明け頃にカリキュラムのご送付 

・４月２０日頃に研修の内容のご提案 

・本番の１週間前頃に内容確定（弁護士の確認・修正を経て完成） 

・研修実施、懇親会のご参加 

・研修終了後に研修レポートのご作成 

（研修委員会）・プロジェクターかモニター、マイク一応２本、ＨＤＭＩケーブルを借りる（那須） 

・名札を準備（コピー用紙３各折にしてネームプレート） 

・３月２３日～４月３日の間で担当者会議で大枠を固める。このとき、若手会の担当者にも来て

もらう。少なくとも来期の担当副幹事長と代表世話役には来てもらう。ほかに共催を手伝ってくれる

若手会世話役も参加してもらえるとなおよい。 

・電話対応、メールの返し方など聞きたい。、 

・チラシや告知のタイミング・イメージ 

月曜の研修委員会のあと、日程を空けておくように一旦告知 

ご送付いただいたカリキュラムをもとに、３月下旬にチラシを作成 

定員オーバーの場合は若手優先をチラシに明記 

ＭＬと若手会ＬＩＮＥにて告知 

４月上旬に印刷したチラシを棚置き→４月１４日の新人弁護士向け説明会での配布で十分な
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ので棚置きしない。（チラシのカラー印刷は結構お金がかかる） 

４月１４日に新人弁護士に配布（米田先生）→若手会からも２名ほど、説明に来てもらい（ど

なたが来てくれるかの確認をする必要有）、春秋会の説明をするときに、その場で配布する（配布資

料の山には入れない）。 

若手会新人歓迎会４／３０、親会行事（３月総会３／２６、前年度役職者慰労会４／２０）等

でチラシ配布 

  ・来年度４月の委員会で、当日の役割分担を決める。 

３ 次年度の研修テーマ 

 ４月の委員会で、ビジネスマナーの次の研修テーマを決めて動き出したほうが良い。 

 ３回目は春秋の日か 

 テーマのアイデア 

料理教室、ヒヤリハット（若手が登録してしばらくしてからが効果的）、フェイク動画の見分け方、

ＳＮＳの活用法、梅の宿酒造、靴磨き、税務の基本知識（今井先生が赤い本の目次などをみてレジュ

メ作ってみる）、弁護士が会いたい人に研修してもらったらどうか、室谷先生にテレビ番組監修の経

験を話してもらう（春秋の日の候補） 

 

４ 今後の予定 本日が本年度最終回です。 

  次年度の予定  

   ４月１３日（月）、５月１８日（月）、６月１５日（月）、７月１３日（月）、８月休会、 

９月１４日（月）、１０月５日（月）、１１月１６日（月）、１２月７日（月）、１月１２日（火）、

２月１５日（月）、３月１５日（月） いずれも正午～ウェブ 

以上 
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犯罪捜査・謎解きゲーム企画のご報告 

親睦委員会 森田 愛鈴奈（77 期） 

 

令和 8 年３月 5 日（木）、今年度最後の親睦企画「謎解きゲーム企画」が開催されま

した。今回使用されたゲームは、SCRAP 犯罪捜査ゲーム DETECTIVE CASE FILE

＃２「ブラックローズ」というもので、本当にあった事件について、探偵として捜査し

ているような気分になる、本格的なゲームでした。 

今回は約 20 人の方が参加され、４チームに分かれて謎を解くスピードを競う形で行

われましたが、弁護士だけでなく、ロースクール生や事務職員の方も参加されるなど、

普段お会いしたことがない方とも協力して謎を解くことで、打ち解けることのできると

ても良い機会になりました。 

 

レンタルスペースで開催され、たくさんの美味しい食べ物、飲み物が取り揃えられて

いましたが、普段たくさんお酒を飲まれる方も、お酒を飲むことを忘れるほど集中され

ていて、時にはチーム全員が立ち上がって謎を考えたり、手がかりとなりそうなメモを

真剣に見つめて静かになったりと、各チームが本気で謎を解いている様子でした。 

謎解き自体もとても奥が深く、一つの謎を解決すると、また新たな謎が出てきて、そ

れを解決するというようなしくみで、謎を解けば解くほど、どんどん面白くなっていき

ました。また、犯人が犯罪に手を染めてしまった理由について記された手紙を読んで、

「まさかこの人とこの人がそんな関係だったのか」と知ったり、エンドロールになって

から、「あの時のあの写真はそういう意味の写真だったのか」と気づくことがあったり

と、最後まで驚かされることばかりで、3 時間という時間があっという間に過ぎてしま

いました。 
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時間制限はあったものの、最終的には、何とか、４チーム全員が最後まで謎を解くこ

とができました！チーム全員で協力して、ずっと分からなかった謎が、ふとした誰かの

発言で別の誰かが何かに気づき、その気づきから、また別の人が何かの謎に気づくな

ど、チームワークを駆使して謎が解けたときは、本当に達成感がありました。 

謎解きゲーム企画を考案いただき、運営いただいた親睦委員の先生方、誠にありがと

うございました。来年度以降も、ゲーム企画が開催された際は、ぜひ、多くの方にご参

加いただき、謎を解けたときの達成感を味わっていただきたいと思います！ 
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2025.4.5-2026.3.13

繰越金 28,048,602 28,048,602 100% 2024年度からの引継ぎ(R6.4.5）

会費 9,200,000 9,240,000 100%
※2022年度会員数(676名)2023年度会員数(662名)2024年度会員数(665名）2025年度会員数（令和6年7月7日時点672名）
※2026.3.13時点　納入金額9,240,000円
※2025年度予算=920万=1000万円（昨年までの会費収入見込み額)-80万円（会費規則改正による減収見込額）

特別拠出金 1,200,000 1,120,000 93% ※2026.3.13時点　納入金額1,120,000円

選挙予納金戻金 1,045,000 1,154,208 110% ※選挙予納金が一部還付 (会長副会長選挙分）

39,493,602 39,562,810 100%

経常費 2,370,000 1,912,176 81%

施設費 200,000 66,990 33% 会議室使用料（幹事会、選考委員会、総会等、各期幹事会）

通信費 600,000 537,312 90% FAX一斉送信費用（１回あたり約16,000円　１枚24円）、ドロップボックスライセンス料、選考委員会選挙郵便料等

嘱託報酬 1,320,000 1,210,000 92% 月額110,000円。

事務費 200,000 75,280 38% コピー代等

その他支払手数料 50,000 22,594 45% 振込手数料等

政策委員会 1,151,500 1,050,970 91%

政策企画実施費用 480,000 252,370 53% 年4回企画

政策勉強会 71,500 67,100 94% 政策誌発行のための勉強会費用、会場費・備品代10回分

政策誌発行 600,000 731,500 122% 印刷外注費

広報委員会 3,630,000 1,521,760 42%

会報（春号・秋号） 2,400,000 1,203,364 50% {紙媒体（対外・希望者用。郵送費含む＋電子ブック（広告用チラシ印刷費用等含む）}×2回分（秋号・春号）

取材費用 300,000 245,780 82% 秋号、春号の会報のための取材費

ホームページ・サーバーレンタル費 30,000 13,216 44% サーバーレンタル費年額、ドメイン更新料、その他保守点検等、振込手数料含む

ホームページ改修等費用 100,000 59,400 59% ページ更新料等

ホームページリニューアル費用 800,000 0 0% 2025年度、HTTPSへのセキュリティ向上、・コンテンツの春秋会側での随時ファイルアップ等を含め、HPリニューアル予定。

研修委員会 500,000 211,708 42%

研修費用 500,000 211,708 42% 研修（講師謝礼、会場費用等）。ビジネスマナー研修、中井・中森座談会、春秋の日、その他研修実施分。

親睦委員会 1,050,000 730,390 70%

親睦費用 1,050,000 730,390 70%

若手会 1,200,000 1,200,000 100%

若手会補助金 1,200,000 1,200,000 100% 渡切り、独自会計。

若手会員活動活性化費 3,300,000 2,287,376 69%

新人歓迎旅行補助金 3,000,000 2,152,376 72%

企画参加促進費 300,000 135,000 45% 2022年度新設。企画参加促進費は年30万円を上限。

その他 4,380,000 2,644,710 60%

弁護士会等行事参加促進費 250,000 28,000 11% 2018年度新設｡

選挙予納金 1,100,000 1,230,000 112% 会長副会長選挙分

慶弔費 100,000 76,500 77% 慶弔規則による（香典、独立祝い等）

登録40周年記念品 50,000 44,910 90% 慶弔規則による（2025年度37期5名）。1人88,000円＋送料（店→事務所、事務所→対象者）。

委員会活動運営補助費・活性化費 1,980,000 588,930 30% 2022年度新設。3000円×各委員会人数×6（政策20,広報23,研修25,親睦24、若手会10、正副8）

懇親費 200,000 226,370 113% 役員慰労会の補助等。

会長当選祝賀会 500,000 450,000 90% 会長当選確定日(2026.1.9)に実施予定

その他　 200,000 0 0% 予備費

17,581,500 11,559,090 66%

21,912,102 28,003,720

支出計

収支差額

収入

収支計

支出

2025年度　決算報告（2025.4.5-2026.3.13）※2026年3月18日開催・幹事会提出用 暫定版

予算額 執行状況 執行割合 備考
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